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警告 資料構成 意味 

 危険 
原因（/結果）  
違反した場合の結果（該当する場合）  
‣ 是正措置 

危険な状況を警告するシンボルです。この状況を回
避できなかった場合、重傷または致命傷を負う可能
性があります。 

 警告 
原因（/結果）  
違反した場合の結果（該当する場合）  
‣ 是正措置 

危険な状況を警告するシンボルです。この状況を回
避できなかった場合、軽傷またはそれ以上の傷害を
負う可能性があります。 

注意 

原因/状況  
違反した場合の結果（該当する場合）  
‣ アクション/注記 

器物を破損する可能性がある状況を警告するシンボ
ルです。 

 

シンボル シンボル 説明 

 
レーザー放射シンボルは、アナライザの使用時に危険な可視レーザー光に暴露する危険性を
ユーザーに警告するものです。 

 
高電圧シンボルは、人体に危害を与えるほどの高電位の存在を作業員に警告するものです。一
部の産業では、特定のしきい値を超える高電圧を指します。高電圧のかかる機器や電線につい
ては、特別な安全要件と安全手順を満たす必要があります。 

 
WEEE シンボルは、本製品を未分別の廃棄物として廃棄することが禁止されており、回収/再利
用のために分別回収施設に送る必要があることを示します。 

 

CSA 認証マークは、本製品が適用される北米規格要件を試験し満足していることを示します。 

 

RCM マークは、オーストラリア通信メディア庁（ACMA）の管轄内で販売される製品につい
て、EESS および ACMA のラベリング規制要件に適合していることを示します。 

 
CE マークは、欧州経済地域（EEA）内で販売される製品について、健康、安全、環境に関する
保護基準に適合していることを示します。 

 
FCC マークは、機器による電磁放射が連邦通信委員会の規定の限度値を下回っており、製造者
が自己適合宣言の承認手続き要件を満たしていることを示します。 

 

米国輸出管理規則の
遵守 

Endress+Hauser の方針では、米国商務省産業安全保障局のウェブサイトで詳述されている米国
輸出管理法が厳格に遵守されます。 

  

https://www.bis.doc.gov/
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1 警告ラベル 
以下の警告ラベルが Raman Rxn5 に貼付されています。  

WARNING 

INSTALL ONLY INTRINSICALLY SAFE 
FIELD WIRING BEHIND THIS PANEL 

 

WARNING 

TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC 
SHOCK, THIS EQUIPMENT MUST BE 

USED WITH A GROUNDING-TYPE PLUG 
THAT HAS A THIRD (GROUNDING) PIN. 

 

DO NOT OPERATE RAMAN RXN5 
WITHOUT GROUND CONNECTION. 

 

WARNING 

RISK OF STATIC ELECTRICITY CLEAN 
ONLY WITH A DAMP CLOTH 

SOLVENTS MUST NOT BE USED 

 

WARNING 

WHEN USED IN HAZARDOUS 
LOCATIONS, THE SAFETY OF THIS 

EQUIPMENT RELIES ON THE 
PROVISION FOR PROPER PURGING 

AND ADEQUATE PURGE GAS SUPPLY 
PRESSURE. IT MUST NOT BE PUT INTO 

SERVICE WITHOUT "SPECIAL 
PERMISSION" FROM THE INSPECTION 
AUTHORITY HAVING JURISDICTION. 

WARNING 

PRESSURE ENCLOSURE 

THIS ENCLOSURE MUST NOT BE 
OPENED UNLESS THE AREA 

ATMOSPHERE IS KNOWN TO BE 
BELOW THE IGNITABLE 

CONCENTRATION OF COMBUSTIBLE 
MATERIALS OR UNLESS ALL DEVICES 
WITHIN HAVE BEEN DE-ENERGIZED. 

WARNING 

POWER SHALL NOT BE RESTORED 
AFTER ENCLOSURE HAS BEEN 

OPENED UNTIL ENCLOSURE HAS BEEN 
PURGED FOR 9.5 MINUTES WITH 

REGULATOR PRESSURE A MINIMUM 
OF 1.5 psi. 

WARNING 

BATTERIES ARE LOCATED INSIDE THIS 
ENCLOSURE. DO NOT OPEN WHEN AN 
EXPLOSIVE ATMOSPHERE IS PRESENT. 

WARNING 

THIS ASSEMBLY CONTAINS A 
BATTERY MFR/TYPE: VARTA/CR2032 

OR SAFT/LS 14500. REPLACEMENT 
BATTERIES MUST BE IDENTICAL. 

FAILURE TO OBSERVE THIS WARNING 
WILL INVALIDATE THE GOVERNING 

CERTIFICATES. 

WARNING 

THIS PRESSURIZED ENCLOSURE 
CONTAINS A BATTERY WHICH 

REMAINS CONNECTED AFTER THE 
EXTERNAL POWER HAS BEEN 

ISOLATED. CONSIDERATION SHOULD 
BE GIVEN TO THE REMOVAL OF THE 
BATTERY IF THE ENCLOSURE IS TO 

REMAIN UNPROTECTED BY EX P FOR A 
SIGNIFICANT TIME. 

CAUTION 

ELECTRIC SHOCK HAZARD 

THIS EQUIPMENT TO BE SERVICED BY 
TRAINED PERSONNEL ONLY 

VISIBLE AND/OR INVISIBLE LASER 
RADIATION AVOID EXPOSURE TO 
BEAM CLASS 3B LASER PRODUCT 

THIS PRODUCT COMPLIES WITH 21 
CFR SUBCHAPTER J AND IEC 60825-

1:2014 ED 3 
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2 安全上の基本注意事項 

2.1 作業員の要件 
• 計測システムの設置、設定、操作、メンテナンスは、専門のトレーニングを受けた技術者のみが行うことができます。 
• 作業を⾏う技術者はプラント管理者から特定作業の実施許可を受ける必要があります。 
• 電気接続は電気技師のみが実施できます。 
• 作業を行う技術者はこれらの取扱説明書を読んで理解し、その内容に従う必要があります。 
• 測定点のエラー対応は、正式に認定された技術者のみが実施できます。本書に記載されていない修理は、直接製造元にお
いて、またはサービス部門のみが実施できます。 

2.2 指定用途 
Raman Rxn5 アナライザは、プロセス環境における気体および一部の液体の化学組成測定用に設計されています。 

Raman Rxn5 は、製油所、アンモニアプラント、メタノールプラント、商用水素プラント、再ガス化ターミナルに多く見られ
る、以下のプロセスユニットおよびプロセスの入力/出力におけるガス組成測定に特に適しています。 

• 水蒸気メタン改質装置 
• 部分酸化改質装置 
• 石炭、石油コークス、バイオマス、廃棄物のガス化装置 
• 1 次および 2 次シフト変換器 
• 酸性ガス除去 
• メタン生成装置 
• アンモニアとメタノールの合成ループ 
• 水素化処理装置 
• 水素化分解装置 
• 混合冷媒の組成最適化 

作業員や計測システム全体の安全性を損なう恐れがあるため、指定の用途以外で本機器を使用することはできません。 

2.3 電気的安全性 
ユーザーは以下の安全条件を遵守する責任があります。 

• 設置ガイドライン  
• 電磁両立性に関する現地の規格/規制 

電磁両立性に関して、本製品は工業用途に適用される国際規格に従って試験されています。 

電磁両立性は、適切に接続された製品にのみ適用されます。 

2.4 使用上の安全性 
全測定点の設定を実施する前に： 

1. すべての接続が正しいことを確認してください。 

2. 電気ケーブルおよびホース接続に損傷がないことを確認してください。 

3. 破損した製品は使用せず、不意の作動を防いでください。 

4. 損傷のある製品にはその旨を明記したラベルを掲示してください。 

使用中： 

1. 不具合を修正できない場合は、製品の使用を停止し、意図しない作動から保護してください。 

2. サービスおよびメンテナンス作業時以外はドアを閉めたままにしてください。 

 警告 

アナライザ作動中の作業により、有害物質への暴露の危険があります。 
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 化学物質または生物材料への暴露を制限するための標準的な手順に従ってください。 
 防護服、保護メガネ、保護手袋などの個人用保護具の着用や、アナライザの設置場所への物理的なアクセス制限に関す

る現場の方針に従ってください。 
 適切な現場の方針および清掃手順に従って、漏出物を清掃してください。 

2.5 製品の安全性 
本製品は指定用途における各国の安全要件に適合するよう設計され、その要件に対応する試験をして安全に操作できる状態
で工場から出荷されています。適用されるすべての規制および国際規格に準拠します。アナライザに接続される機器につい
ても、適用される安全基準に準拠している必要があり、ユーザーはプローブ固有の製品の安全性に関する注意事項に従わな
ければなりません。詳細については、レーザーの安全性 →  を参照してください。 

2.6 重要安全事項 
• 指定用途以外には Raman Rxn5 を使用しないでください。 
• 電源コードをカウンターの上や高温の表面など、電源コードの完全性が損なわれるような場所に垂らさないでください。 
• Raman Rxn5 でデータ収集が行われているときに、エンクロージャーを開けないでください。 
• レーザー光を直視しないでください。 
• 放射されたレーザー光が制御されずに、鏡面や光沢面から反射しないようにしてください。 
• 作業場所にある光沢面を最小限に抑え、必ずレーザー光ブロックを使用してレーザー光の散乱を防止してください。 
• アナライザに取り付けられた使用されていないプローブを、キャップまたはブロックのない状態で放置しないでください。 

2.7 健康および安全への配慮 
ユーザーは、適用されるすべての安全規則を理解し遵守する責任を負います。これら規則はアナライザの設置場所に応じて
異なります。Endress+Hauser は、特定の設置場所における安全な操作方法を網羅したリストの作成責任はなく、その責任は
各国の機器のユーザーまたは所有者が負うものとします。 

ただし、Raman Rxn5 を使用する場合は、必ず以下の対策およびレーザーに関する安全対策に従う必要があります。 

• Raman Rxn5 は、医療機器・放射線保健センター（CDRH）クラス 3B 機器です。ユーザーは適切な保護メガネを着用する
必要があります。 

• Raman Rxn5 は、適切かつ安定した電源が供給される場所でのみ使用してください。 
• 各国の安全規則に適合するためにインターロックが必要な場合は、Raman Rxn5 アナライザが設置されている部屋またはエリ
アへのすべての出入口のドアおよび通路に、クラス 3B レーザーエリアを明瞭に示す警告表示を取り付ける必要があります。 

2.8 安全および取扱いに関する注意 
Raman Rxn5 アナライザには、532 nm のレーザー励起光源が内蔵されています。レーザーが ON の状態でアナライザやプ
ローブを取り扱う場合は、以下の点に注意してください。 

• ファイバーの接続やプローブの検査を行う前に、Raman Rxn5 の前面にある、適切なチャンネルのレーザーオン/オフキー
を使用してレーザー出力を OFF にします。 

• ファイバープローブの出力部（オプティックが接続されていない場合）や、その他のプローブの出力部（ウィンドウ）を
直接のぞかないでください。 

2.9 レーザーの安全性 
レーザー光には、他の光源にはない特別な安全に対する危険が存在します。レーザーを使用するすべてのユーザー、および
その場にいる人は、レーザー光に関する特殊な特性や危険を認識する必要があります。Raman Rxn5 および強いレーザー光の
特性を熟知していることが、Raman Rxn5 の安全な操作に役立ちます。Raman Rxn5 には、1～4 つの 532 nm レーザー光源を
使用できます。レーザーの数と各レーザーに対応するチャンネルについては、お使いのシステムの仕様情報をご確認くださ
い。狭い領域に集中した強力な単色光の組み合わせは、特定の条件下でレーザー光への暴露が潜在的に危険であることを意
味します。作業場所環境において、レーザーの安全プログラムにより、レーザーに関連する負傷や職場損害のリスクを低減
するための環境、トレーニング、安全管理が提供されます。レーザーおよびその危険性への対処において、適切な予防措置
を講じ、適切な管理を規定するためのさらなる支援については、ANSI Z136.1（レーザーの安全な使用に関する規格）または 
IEC 60825-14（レーザー製品の安全性に関する規格）の最新版を参照してください。Raman Rxn5 アナライザは、インター
ロックや光ファイバーケーブルのレーザー出力を覆うスプリング式保護キャップなど、レーザーによる負傷のリスクを低減
するハードウェア安全装置を備えています。 

https://www.fda.gov/about-fda/fda-organization/center-devices-and-radiological-health
https://webstore.ansi.org/standards/lia/ansiz1362022
https://webstore.ansi.org/standards/lia/ansiz1362022
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ビームは、工業用電気光学コネクタを使用して、機器の底部パネルから光ファイバーケーブルを介して送られます。万が一、
光ファイバープローブケーブルが取り外され、インターロックが解除され、スプリング式保護キャップが解除された場合、
アナライザユニットからレーザー光が放出されます。ビームは、コア径 103 μm および開口数（NA）0.29 in. のファイバーか
ら放出されます。 

下表は、アナライザユニットから直接レーザーが放出される場合のファイバーコアサイズとモード、ならびに公称眼障害距
離の方程式を示しています。 

アナライザにプローブが装備されている場合は、別の公称障害領域計算を行う必要があります。使用するプローブ、ビーム
直径、プローブヘッドに接続する光ファイバーケーブルの開口数、プローブヘッドの集束特性に応じて、また潜在的な暴露
点がプローブの先端であるか、光ファイバーの破断部分であるかによって、公称障害領域の計算は変わります。その他の暴
露点に関する公称障害領域の計算を行うための適切な情報については、関連する Endress+Hauser ラマンプローブの取扱説明
書の仕様セクションを参照してください。 

 警告 

 レーザー光は、揮発性化学物質などの特定の物質を発火させる可能性があります。発火を引き起こす可能性のある 2 つ
の原因として、発火点までのサンプルの直接加熱とサンプルの発火に結び付く汚染要因物質（粉塵など）の臨界点まで
の過熱があります。 

 危険 

 Raman Rxn5 は、ANSI Z136.1 で規定されているクラス 3B レーザーを使用しています。レーザーの出力ビームが直接目
に入ると、深刻な傷害や失明の可能性があります。 

 本書に記載されている以外の操作や調整を行ったり、手順を実行したりすると、危険な放射光暴露につながる恐れがあ
ります。 

レーザーおよびその危険性への対処において、適切な予防措置を講じ、適切な管理を規定するためのさらなる情報について
は、ANSI Z136.1（レーザーの安全な使用に関する規格）の最新版を参照してください。 

2.9.1 光学的安全性 
Raman Rxn5 には、1～4 つのクラス 3B レーザーが搭載されています。レーザーの初期方向と考え得る散乱経路に常に注意し
てください。励起波長が 532 nm の場合、OD3 の保護メガネの着用が強く推奨されています。  

 
図 1. レーザー保護メガネ 

2.9.2 電気的安全性 
Raman Rxn5 では、エンクロージャー内で AC および DC 電圧が使用されます。レーザーアセンブリ内部には修理可能な部品
がないため、レーザーエンクロージャーを分解しないでください。高電圧電子機器を熟知した有資格者のみが、必要なメン
テナンスやサービスを行うためにシステムのエンクロージャーを開けることができます。 

2.9.3 CDRH 適合性 
Raman Rxn5 は、連邦規則集 Code of Federal Regulations (CFR), Chapter I, Subchapter (J) のレーザー性能要件を満たすように
設計および製造されており、CDRH に登録されています。 

Raman Rxn5 の製品レポートは、登録番号 1110062 でご覧いただけます。 

使用されるベースユニット ファイバーコアサイズとモード 公称眼障害距離（NOHD）の方程式 

 

Raman Rxn5 103 µm マルチモード（NA =0.29） rNOHD = 1.7/NA (Φ/πMPE)1/2 
マルチモード方程式 

532 nm 連続観察での MPE – 1 x 10-3 W·cm-2  

Φ = 最大出力（W） 

A0048421 

rNOHD 

https://webstore.ansi.org/standards/lia/ansiz1362014?gclid=EAIaIQobChMI946eoPu99QIV8j2tBh0--gHpEAAYASAAEgImoPD_BwE
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-J/part-1040/section-1040.10
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2.9.3.1 保護ハウジング 

Raman Rxn5 は、連邦規則集 Code of Federal Regulations (CFR) Section 1040.10 (f) (1) に規定されたクラス I 放射の制限
を超える人体の被曝を防止するため、保護ハウジングに格納されています（クラス 3B の出力部を除く）。 

2.9.3.2 リモートインターロックコネクタ 
Raman Rxn5 には、各チャンネルにリモートインターロックコネクタが装備されています。これらのコネクタにより、オペ
レータは Raman Rxn5 の操作と連動する外部インターロック回路を利用できます。外部インターロック回路の設計と機能
は、最新改訂版の ANSI Z136.1 規格の機能と目的を満たす必要があります。ファイバーコネクタとリモートインターロック
コネクタの両方が接続されていない限り、特定のチャンネルのレーザー光は放射されません。 

2.9.3.3 適合ラベル 
Raman Rxn5 アナライザは、CDRH が管理する連邦規則集 Code of Federal Regulations (CFR), Chapter I, Subchapter (J) に
適合していることが認証されています。 

2.9.4 EMC 軽減対策 

Rxn5 は、CFR 47 Chapter I subchapter A part 15 subpart B に適合して、クラス A の非意図的放射機器の規制に関する 
EMC 要件を満たすように設計および製造されています。高周波干渉が発生するエリアでは、アナライザが自己復旧モー
ドを開始することがあり、その場合、ディスプレイがオフになり、再び起動します。いずれの場合にも、RF 障害を取り
除くと Rxn5 は通常動作に戻ります。これは、IEC/EN 61326 のエンドユーザーに対する要件も満たしています。 

本機器は FCC 規則のパート 15 に定められたクラス A デジタル機器の規制に準拠することが試験によって確認されてい
ます。これらの規制は、機器を商業環境で使用する場合に有害な干渉を正しく防止するために設けられています。本機
器は無線周波エネルギーを生成、使用、放射するため、説明書に従って設置および使用しなかった場合は、無線通信に
対して有害な干渉を引き起こす可能性があります。本機器を住居地域で使用する場合、有害な干渉を引き起こす可能性
があり、その場合、ユーザーは自己負担により干渉を是正する必要があります。 

2.9.5 WEEE 指令準拠 

Raman Rxn5 は、電気電子機器廃棄物（WEEE）指令 2012/19/EU に準拠します。以下の WEEE シンボルが、WEEE に準
拠するすべてのアセンブリに表示されています。 

 

図 2. WEEE シンボル 

2.9.6 特定の使用条件 

1. レーザー出力をプローブに接続する光ファイバーケーブルは、ケーブルメーカーが規定する最小曲げ半径より大きく
なるようにして敷設すること。 

2. 必要に応じて、プロセスレベルを監視して、不注意により光ビームが爆発性雰囲気にさらされないようにしてくださ
い。この場合、レベルを監視する機器は本安機器であるか単純機器として扱われるものでなくてはならず、耐障害性 
2（カテゴリ 1 の機器の場合）を提供するように機器を設置する必要があります。この場合、機能安全は本認証の評
価対象外となるため、適切な保護機構の確保は、設置者/ユーザーの責任となります。 

3. ユーザーは、起動前および非加圧状態時には、Raman Rxn5 エンクロージャー上に示された方法に従ってエンクロー
ジャーをパージする必要があります。ユーザーは、適切な隔離手段を講じ、適切に使用場所を認定して、機器を正し
く設置する必要があります。 

4. 本認証の対象外の外部機器に本安信号を生成するために、本安ガルバニック絶縁をメインエンクロージャーに追加する
場合、本安ガルバニック絶縁の周囲動作温度の上限値は、60 °C（140 °F）以上であることが必要です。この絶縁体に関
する本安パラメータは、適切な方法でユーザーに伝えられる必要があります。このような回路の本質安全性は、本認証
の評価対象外であり、本証明書は、これらの本安回路が関連要件に適合していることを示すものではありません。 

  

A0039083 

https://webstore.ansi.org/standards/lia/ansiz1362014?gclid=EAIaIQobChMI946eoPu99QIV8j2tBh0--gHpEAAYASAAEgImoPD_BwE
https://ec.europa.eu/environment/waste/weee/index_en.htm
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2.10 爆発の危険に対する安全性 
Raman Rxn5 は、爆発性雰囲気で使用するために設計された出力を備えており、適切な手順に従ってパージすると、爆発
性雰囲気で使用できるように設計されています。使用するパラメータの制限値は、使用される処理物質とプローブヘッ
ドに応じて異なります。 

Raman Rxn5 は、Class I、Division 2 またはゾーン 2 に分類される危険場所に設置する機器に適用される連邦、州、地域
のすべての法令に従って設置する必要があります。保護ガスは、Raman Rxn5 の流入口で 40 °C（104 °F）を超えないよ
うにしてください。 

2.11 構成材 
Raman Rxn5 エンクロージャーの構造物に使用されている材質（すべてのシール材を含む）は、エンクロージャーを設置
する現場で一般的に使用される化学製品に対応しています。エンクロージャーの表面は、帯電などの危険がないように
設計され、適切に評価されています。 
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3 Raman Rxn5 の安全情報 

3.1 構成材 
Raman Rxn5 エンクロージャーの構造物に使用されている材質（すべてのシール材を含む）は、エンクロージャーを設置する
現場で一般的に使用される化学製品に対応しています。エンクロージャーの表面は、帯電などの危険がないように設計さ
れ、適切に評価されています。 

3.2 保護ガス  
保護ガスは、基本的に汚染物質や異物を含まず、可燃性のガスや蒸気の含有量がごくわずかであることが必要です。圧縮空
気を使用する場合、コンプレッサの空気取入口は非危険場所に配置する必要があります。保護ガスの温度が 40 °C（104 °F）
を超過しないようにしてください。 

 危険 

 保護ガス供給では、人が常時いる場所にアラームを設置する必要があります。 
 エンクロージャーを開けた後に、エンクロージャーを最小圧力 2.0 psi（流入口の調整器で測定）で 9.5 分間パージする

まで、電源を再投入しないでください。 
 保護ガス供給バルブを閉じる前に、取扱説明に従ってください。 

このエンクロージャーへの保護ガス供給に遮断弁を使用する場合、そのバルブには以下のラベルを貼付する必要があります。 

PROTECTIVE GAS SUPPLY VALVE – This valve 
must be kept open unless the area atmosphere is 
known to be below the ignitable concentration of 
combustible materials, or unless all equipment 
within the protected enclosure is de-energized. 

注意 

 保護ガスの圧力は、流入口の調整器で 2.0～2.5 psig（0.13～0.17 barg）に設定する必要があります。圧力が 2.0 psig を
下回ると、パージ速度が不十分になります。 

 圧力が 2.5 psig を上回ると、銘板に明記されている最大定格加圧を超過する可能性があります。 
 パージ操作中は、常に流入口の圧力を監視する必要があります。 

3.3 加圧システム 
加圧システムの設置、操作、メンテナンス指示の追加情報については、「Purge Solutions CYCLOPS Z-Purge Indicator IOM 
Manual」を参照してください。容易に使用するために、関連資料に記載されている設置方法を活用することをお勧めします。 

3.4 パージ注入口接続およびパージアラーム接続 
Raman Rxn5 アナライザに取り付けられたパージインジケータは、Purge Solutions, Inc. 製の Z-Purge シリーズの製品です。こ
のインジケータは Division 2/ゾーン 2 の危険場所で使用するための認証を取得しています。Z-Purge インジケータは、エンク
ロージャー内部の圧力が 0.20 inH2O を上回っていることを示す緑色インジケータライトを備えます。必要に応じて、このイ
ンジケータはリモートアラーム用のドライ接点アラームリレーを提供します。このアラーム接点への接続は、設置者および/
またはユーザーの責任となります。 

3.5 パージ注入口接続 
Z-Purge インジケータは、Purge Solutions 製の手動漏れ補償バルブと組み合わせて構成されています。バルブには 2 つの動作
モード（希釈および漏れ補償）があります。パージする場合は、バルブ上のダイヤルを回して、ダイヤルのスロットを水平
にして、「ON」位置に合わせます。所定の時間、パージを実施したら、ダイヤルを回してダイヤルのスロットを垂直にする
ことで、バルブを漏れ補償モードに切り替えることができます。漏れ補償モードにより、パージ後の空気の使用量を大幅に
低減しながら、エンクロージャーの加圧状態を維持できます。 

https://purgesolutions.com/cyclops-z-purge-indicator/
https://purgesolutions.com/cyclops-z-purge-indicator/
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図 3. パージインジケータおよびバルブシステム 

# 説明 

1 Z-Purge インジケータ 

2 手動漏れ補償バルブ 
 

Raman Rxn5 は、パージ調整器とフィルタアセンブリが取り付けられていない状態で出荷されます。設置者の責任において、
パージ調整器とフィルタアセンブリを取り付けて、空気の供給源をアセンブリに接続してください。フィルタの入口は ¼ -18 
NPT です。適切なネジシーラントを使用してください。 

3.6 給気要件 
• 吸気口フィッティング：¼-18 NPT 
• ISA グレード：炭化水素フリー 
• 水・オイルフリー：-40 °C（-40 °F）露点 
• 粒径：最大 5 ミクロン  
• 圧力範囲：3.45～8.27 bar（50～120 psi） 
• パージの最大流量：56.63 SLPM（2.0 SCFM） 
• 漏れ補償の最大流量：21.24 SLPM（0.75 SCFM） 

 

 
図 4. パージ調整器およびフィルタアセンブリ 

# 説明 

1 フィルタ 

2 調整器およびゲージ 
 

注意 

 最初の設置後にはシステムの試運転により、保護ガス供給システムが正常に機能することを確認する必要があります。
この手順は、最初の設置後および保護ガスシステムコンポーネントの取外しや交換を必要とするメンテナンス作業後に
行う必要があります。 

 この手順は、初期調整の完了後およびエンクロージャーの開閉を伴う作業後に行う必要があります。この手順は、シス
テムに再び通電する前に行う必要があります。 

A0054150 

1 

2 

A0054151 

1 

2 
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3.7 試運転 
パージ中に十分な流量の給気が供給されることを確認し、漏れ補償モード（バルブのダイヤルを回してダイヤル
のスロットを垂直にします）では最小内部過圧が保持されることを確認するために、試運転が必要です。  
1. 可燃性雰囲気が存在しないことを確認します。  
2. マイナスドライバまたは 3/8" ナットドライバを使用して、5 ヶ所のドアクランプを締め付け、適切な密閉を

確保します。 
3. すべての I/O 接続のケーブルグランドが密閉されていることを確認します。  
4. 保護ガスをフィルタアセンブリ吸気口に供給します。 
5. バルブのダイヤルを回して、スロットを水平にして ON 位置に合わせます。  
6. 調整器の圧力が 13.78 kPa（2.0 psi）以上であることを確認します。圧力が 10.34 kPa（1.5 psi）未満の場合

は、10.34 kPa（1.5 psi）が得られるように調整し、ロックナットを締め付けます。この圧力が得られない
と、空気供給ラインに過度の圧力損失が生じるため、供給圧力を増加させるか、またはより大きい供給ライ
ンを取り付ける必要があります。  

7. アナライザに電源を供給し、インジケータライトが緑色に点灯していることを確認します。  
8. バルブのダイヤルを回して、スロットを垂直にして OFF 位置に合わせます。  
9. インジケータライトが緑色に点灯したままであることを確認します。インジケータが緑色ではなくなった場

合、エンクロージャーから過度の漏れが発生しています。漏れの原因を見つけて是正する必要があります。  

3.8 操作 
パージ調整器は、パージ時は 0.148 bar（2.15 psi）に工場設定されています。必要に応じて、取付時に作動圧力を
リセットしてください。調整器の通常の動作範囲は、パージ時（スロットは ON 位置）は 0.14～0.17 bar（2.0～
2.5 psi）です。圧力範囲内での運転中は、エンクロージャーに適正な空気の流量が確保されます。 
試運転の実施後、エンクロージャーを開放したらいつでも、使用開始前に以下の手順を実行してください。  
1. マイナスドライバまたは 3/8" ナットドライバを使用して、5 ヶ所のドアクランプを締め付け、適切な密閉を

確保します。  
2. 空気をフィルタアセンブリ吸気口に供給します。  
3. バルブのダイヤルを ON 位置に回します。  
4. 9 分 30 秒以上パージします。  
5. アナライザに電源を供給し、インジケータライトを確認します。インジケータライトが点灯したら、必要に

応じてバルブを漏れ補償位置に回し、インジケータライトを確認します。  
6. いつまでもインジケータライトが点灯しない場合、漏れが発生しているため、アナライザの電源を切り、漏

れの原因を見つけて修正し、電源再投入前に 9 分 30 秒以上のパージを再び実行してください。  
 

  
 

図 46. ドアの密閉ポイント  
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3.9 メンテナンス  

 危険 

メンテナンスを安全に行うためには、Raman Rxn5 を非危険場所に配置する必要があります。また、機器を開けて内部のメン
テナンスを行う前に、Raman Rxn5 をシャットダウンして冷却してください。 
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4 証明書と認証 

4.1 証明書と認証 – プロダクトセンター  
資料 資料番号 製品/プロセス 規格/要件 

ISO 14001:2015  
適合宣言書 

4002039（製造者） ラマン分光器の製造（ソフトウェア
を含む）；特殊ホログラフィック 
アセンブリ、素子、コンポーネント 

ISO 14001:2015 

ISO 9001:2015  
認証書 

認証登録番号  
74 300 2705 

ラマン分光器の設計および製造 
（ソフトウェアを含む）；特殊ホロ
グラフィックアセンブリ、素子、 
コンポーネント 

ISO 9001:2015 

品質保証通知（QAN） 
ラマン分光計および 
プローブ 

認証登録番号  
01 220 093059 

Endress+Hauser 製 Rxn* アナライザ
ベースユニットおよび Rxn-20、 
Rxn-30、Rxn-40、Rxn-41 プローブ
の製造、最終検査/試験 
防爆構造：「p」、「i」、「op is」 

指令 2014/34/EU 付属書 IV 

IECEx 品質評価 
レポート（QAR） 
認証書 

QAR 参照番号 
DE/TUR/QAR11.0001/XX* 
以前のバージョンの 
関連認証書  

Endress+Hauser アナライザベース 
ユニットおよび Rxn-20、Rxn-30、
Rxn-40 プローブ 
保護コンセプト：内圧防爆構造 "p"；
本質安全防爆構造 "i"；光放射防爆 
構造 "op is" 

関連 QAR 
DE/TUR/QAR11.0001/00 
DE/TUR/QAR11.0001/01 
DE/TUR/QAR11.0001/02 
DE/TUR/QAR11.0001/03 

* 最新のレポートに応じて、末尾の 2 桁の数字が変更されます。 

4.2 適合宣言書 – アナライザ 
資料 

（製造者資料番号） 製品 規則 規格 認証 

ATEX 適合宣言書 - 
Raman Rxn5  
アナライザ 

Raman Rxn5、
RXN5 

欧州指令： 
EMC 2014/30/EU  
ATEX 2014/34/EU  
LVD 2014/35/EU  
RoHS 2011/65/EU 

適用される整合規格または 
その基準となる文書： 
IEC 61010 : 1 2010  
EN IEC 60079-0 : 2018 
EN 60079-2 : 2015 
EN 60079-11 : 2012 
EN IEC 60079-7 : 2015 
+A1 :2018 
EN 60079-28 : 2015 
EN 50495 : 2010 
EN IEC 61326 : 2021 

CE 型式検定認証
番号： 
CSANe 22ATEX 
1097 X、 
発行元 CSA
（2813） 
品質保証： 
TÜV Rheinland
（0035） 

  

https://www.iso.org/obp/ui/#iso:std:iso:14001:ed-3:v1:en
https://www.iso.org/standard/62085.html
https://osha.europa.eu/en/legislation/directive/directive-201434eu-equipment-and-protective-systems-intended-use-potentially-0
https://www.iecex-certs.com/#/deliverables/REPORT/44674/view
https://www.iecex-certs.com/#/deliverables/REPORT/44675/view
https://www.iecex-certs.com/#/deliverables/REPORT/44676/view
https://www.iecex-certs.com/#/deliverables/REPORT/44677/view
https://ec.europa.eu/growth/sectors/electrical-and-electronic-engineering-industries-eei/electromagnetic-compatibility-emc-directive_en
https://ec.europa.eu/growth/sectors/mechanical-engineering/equipment-potentially-explosive-atmospheres-atex_en
https://ec.europa.eu/growth/single-market/european-standards/harmonised-standards/low-voltage-lvd_en
https://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2011:174:0088:0110:en:PDF
https://webstore.iec.ch/publication/4279
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:63177,1257157&cs=152C53463A6D7AA96107A1F9CF199CB2E
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:61059,1257157&cs=10D8E5E778325995D279FA19EE0AFCB97
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:47397,1257157&cs=1216BFA9475C5704BA851C9CA3FC5327C
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:64307,1257157&cs=181B06A66285A8A872E4320491D5A2AC6
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:64307,1257157&cs=181B06A66285A8A872E4320491D5A2AC6
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:43772,1257157&cs=1C30489AE48CD017EEEC121FA7CA9E6FA
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:49066,1257157&cs=13897B636FC84B24BCAF8CE9DF6C2CD0F
https://standards.iteh.ai/catalog/standards/clc/db65ca3a-820f-43fe-a1be-51b36ecdde4f/en-iec-61326-1-2021
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4.3 証明書と認証 - アナライザ 
適用される規格の改訂日付と一覧表：Protective Device Safety Certification Notice（保護機器に関する安全性認証通知） 
No. 2021-22 

4.3.1 CSA 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ 

Raman Rxn5 アナライザを危険場所用設置図（4002396）に従って設置した場合、カナダ規格協会により、米国および 
カナダにおける危険場所での使用も認可されます。 

リストに記載されている製品は、「C」（カナダ）と「US」（米国）マークの横に（製品がカナダと米国の両規格の要件に
従って製造されていることを示す）、または「US」マークの横に（米国のみ）、あるいは他のマークなし（カナダのみ）で 
CSA マークを表示できます。 

 

図 5. 米国およびカナダにおける危険場所での機器の使用が認可されていることを示すラベル 

製品：  Raman Rxn5 アナライザ CLASS - C225804 - プロセス制御機器 - 本質安全 - 危険場所用 
CLASS - C225884 - プロセス制御機器 - 本質安全 - 危険場所用 - 米国規格の認証取得 

マーキング  Raman Rxn5 アナライザ Class I、Division 2、Groups B、C、D、T4 
Class I、ゾーン 2；IIB + H2、T4 

周囲温度：  -20～+50 °C（-4～+122 °F） 

認証条件： 

なし 

適用される要件/規格： 

• CAN/CSA Standard C22.2 No. 0-10 第 10 版（2010 年）一般要求事項 – カナダ電気規則、第 II 部 
• CAN/CSA Standard C22.2 No.157-92 第 3 版（2006 年再確認）危険場所で使用する本質安全および非発火性の機器 
• CSA LTR E-010-2005 Class I、Division 1 または 2 危険場所で使用するパージ/加圧エンクロージャー 
• CAN/CSA-C22.2 No. 61010-1-12（第 3 版）計測用、制御用、および実験室用の電気機器に関する安全基準 - 第 1 部：一般要件 
• NFPA 496:2008 電気機器用のパージ/加圧エンクロージャーに関する規格 
• UL Standard 913（第 6 版）Class I、II、III、Division 1、危険（分類）場所で使用する本質安全機器および本安関連機器 
• UL 61010-1（2012 年 5 月 11 日、第 3 版）測定用、制御用、および実験室用電気機器；第 1 部：一般要件 
• CSA Standard C22.2 No. 14 第 11 版（2010 年）産業用制御機器 
• CSA Standard C22.2 No. 142-M1987 第 3 版（2009 年再確認）産業用プロセス制御機器 
• UL Standard 916（第 4 版）エネルギー管理機器 

注意 

プローブおよびケーブルの取扱いには十分注意してください。 

 ファイバーケーブルがねじれないように、そして最小曲げ半径 152.4 mm（6 in）に注意して敷設してください。 
 最小半径を超えて曲げると、ケーブルが恒久的に損傷する可能性があります。 

4.3.2 ATEX 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ 

Raman Rxn5 アナライザは、本機器または保護システムが指令の付属書 II に記載されている爆発性雰囲気での使用を目的とし
た機器/保護システムの設計と構造に関連する必須健康安全要求事項に準拠した危険場所での使用について、第三者認証を取
得しており、これに適合していることが確認されています。 

A0048936 

https://www.csagroup.org/
https://www.csagroup.org/store/product/2420757/
https://webstore.ansi.org/standards/csa/csac221571992r2016?gclid=EAIaIQobChMImqPEm5St9gIVxBrnCh1llAMXEAAYASAAEgI2MPD_BwE
https://www.csagroup.org/wp-content/uploads/PhotovoltaicEquipment01.pdf
https://webstore.ansi.org/standards/csa/csac226101004update?gclid=EAIaIQobChMIiff33JSt9gIVNxatBh04DABYEAAYASAAEgLF1PD_BwE
https://www.nfpa.org/codes-and-standards/all-codes-and-standards/list-of-codes-and-standards/detail?code=496
https://standardscatalog.ul.com/ProductDetail.aspx?productId=UL913
https://standardscatalog.ul.com/ProductDetail.aspx?productId=UL61010-1
https://www.csagroup.org/store/product/C22.2%20NO.%2014-18/
https://www.csagroup.org/store/product/2410117/
https://standardscatalog.ul.com/ProductDetail.aspx?productId=UL916
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図 6. 危険場所で使用するための ATEX ラベル 

製品：  Raman Rxn5 アナライザ 

マーキング  Ex ec ic [ia Ga] [op sh Gb] pzc IIC T4 Gc 

0035  || 3(2)(1) G 

周囲温度：  -20～+50 °C（-4～+122 °F） 

認証条件： 

1. レーザー出力をプローブに接続する光ファイバーケーブルは、ケーブルメーカーが規定する最小曲げ半径より大きくなる
ようにして敷設すること。 

2. 光ビームが爆発性雰囲気にさらされないようにプロセスレベルを監視する必要がある場合、レベルを監視する機器は本安
機器であるか単純機器として扱われるものでなくてはならず、耐障害性 2（カテゴリ 1 の機器の場合）を提供するように
機器を設置すること。この場合、機能安全は本認証の評価対象外となるため、適切な保護機構の確保は、設置者/使用者
の責任となります。 

3. ユーザーは、起動前および非加圧状態時には、Raman Rxn5 エンクロージャー上に示された方法に従ってエンクロージャー
をパージする必要があります。ユーザーは、適切な隔離手段を講じ、適切に使用場所を認定して、機器を正しく設置する必
要があります。 

4. 本認証の対象外の外部機器に本安信号を生成するために、本安ガルバニック絶縁をメインエンクロージャーに追加する場
合、本安ガルバニック絶縁の周囲動作温度の上限値は、60 °C（140 °F）以上であることが必要です。この絶縁体に関する
本安パラメータは、適切な方法でユーザーに伝えられる必要があります。このような回路の本質安全性は、本認証の評価
対象外であり、本証明書は、これらの本安回路が関連要件に適合していることを示すものではありません。 

適用される要件/規格： 

以下の遵守により、必須健康安全要求事項（EHSR）の遵守が保証されます。 

• EN 60079-0:2012 
• EN IEC 60079-0 : 2018 
• EN 60079-2 : 2015 
• EN 60079-11 : 2012 
• EN IEC 60079-7 : 2015 +A1 :2018 
• EN 60079-28 : 2015 
• EN 50495 : 2010 

注意 

プローブおよびケーブルの取扱いには十分注意してください。 

 ファイバーケーブルがねじれないように、そして最小曲げ半径 152.4 mm（6 in）に注意して敷設してください。 
 最小半径を超えて曲げると、ケーブルが恒久的に損傷する可能性があります。 

4.3.3 IECEx 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ 

Raman Rxn5 アナライザは、危険場所用設置図（4002396）に従って設置した場合、爆発性雰囲気に関する国際電気標準会議
（IEC）の認証制度での認証マークを表示できます。 

製品：  Raman Rxn5 アナライザ 

マーキング  Ex ec ic [ia Ga] [op sh Gb] pzc IIC T4 Gc 

IECEx CSAE 22.0067X 

周囲温度：  -20～+50 °C（-4～+122 °F） 
 

A0048935 

https://standards.iteh.ai/catalog/standards/clc/717ac135-7cb5-4d13-88be-01a0b64b1e46/en-60079-0-2012-a11-2013
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:63177,1257157&cs=152C53463A6D7AA96107A1F9CF199CB2E
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:61059,1257157&cs=10D8E5E778325995D279FA19EE0AFCB97
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:47397,1257157&cs=1216BFA9475C5704BA851C9CA3FC5327C
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:64307,1257157&cs=181B06A66285A8A872E4320491D5A2AC6
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:43772,1257157&cs=1C30489AE48CD017EEEC121FA7CA9E6FA
https://standards.cencenelec.eu/dyn/www/f?p=CENELEC:110:::::FSP_PROJECT,FSP_ORG_ID:49066,1257157&cs=13897B636FC84B24BCAF8CE9DF6C2CD0F
https://www.iec.ch/homepage
https://www.iec.ch/homepage
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認証条件： 

1. レーザー出力をプローブに接続する光ファイバーケーブルは、ケーブルメーカーが規定する最小曲げ半径より大きくなる
ようにして敷設すること。 

2. 光ビームが爆発性雰囲気にさらされないようにプロセスレベルを監視する必要がある場合、レベルを監視する機器は本安
機器であるか単純機器として扱われるものでなくてはならず、耐障害性 2（EPL Ga 機器の場合）または耐障害性 1（EPL Gb 
機器の場合）を提供するように機器を設置すること。この場合、機能安全は本認証の評価対象外となるため、適切な保護
機構の確保は、設置者/使用者の責任となります。 

3. ユーザーは、起動前および非加圧状態時には、Raman Rxn5 エンクロージャー上に示された方法に従ってエンクロージャー
をパージする必要があります。ユーザーは、適切な隔離手段を講じ、適切に使用場所を認定して、機器を正しく設置する必
要があります。 

4. 本認証の対象外の外部機器に本安信号を生成するために、本安ガルバニック絶縁をメインエンクロージャーに追加する場
合、本安ガルバニック絶縁の周囲動作温度の上限値は、60 °C（140 °F）以上であることが必要です。この絶縁体に関する
本安パラメータは、適切な方法でユーザーに伝えられる必要があります。このような回路の本質安全性は、本認証の評価
対象外であり、本証明書は、これらの本安回路が関連要件に適合していることを示すものではありません。 

適用される要件/規格： 

本認証書および特定文書の一覧表において、本電気機器および電気機器バージョンは、以下の規格に準拠することが確認さ
れています。 

• IEC 60079-0:2017 
• IEC 60079-11:2011 
• IEC 60079-2:2014-07 
• IEC 60079-28:2015 
• IEC 60079-7:2017 

 

注意 

プローブおよびケーブルの取扱いには十分注意してください。 

 ファイバーケーブルがねじれないように、そして最小曲げ半径 152.4 mm（6 in）に注意して敷設してください。 
 最小半径を超えて曲げると、ケーブルが恒久的に損傷する可能性があります。 

4.3.4 UKCA 適合証明書：Endress+Hauser ラマン分光計 

Raman Rxn5 アナライザは、UKSI 2016:1107（爆発性雰囲気での使用を目的とした機器/保護システムに関する規制（2016 年））
の規制 42 に準拠した危険場所での使用について、第三者認証を取得しています。 

 
図 7. 英国の製品認証ラベル 

製品：  Raman Rxn5 アナライザ 

マーキング  Ex ec ic [ia Ga] [op sh Gb] pzc IIC T4 Gc 

  0035  II 3(2)(1) G 
 

周囲温度：  -20～+50 °C（-4～+122 °F） 

適用される要件/規格： 

以下の遵守により、必須健康安全要求事項（EHSR）の遵守が保証されます。 

• EN IEC 60079-0:2018 
• EN 60079-11:2012 
• EN 60079-28:2015 
• EN 50495:2010 

A0045928 

https://webstore.iec.ch/publication/62232
https://webstore.iec.ch/publication/626
https://webstore.iec.ch/publication/22250
https://webstore.iec.ch/publication/22250
https://webstore.iec.ch/publication/22536
https://webstore.iec.ch/publication/22536
https://webstore.iec.ch/publication/61164
https://webstore.iec.ch/publication/61164
https://standards.iteh.ai/catalog/standards/clc/3d1328d7-5eaf-4b0a-ac0e-60618e640b2d/en-iec-60079-0-2018
https://standards.iteh.ai/catalog/standards/clc/bb5d12ad-09f6-4100-8c6e-deb27adb2867/en-60079-11-2012
https://standards.iteh.ai/catalog/standards/clc/feab9fbb-7c9b-4d6a-8b22-eaf5e057b814/en-60079-28-2015
https://standards.iteh.ai/catalog/standards/clc/8cb0ba69-95c8-403c-a1e7-ca351f51412f/en-50495-2010
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認証条件： 

1. レーザー出力をプローブに接続する光ファイバーケーブルは、ケーブルメーカーが規定する最小曲げ半径より大きくなる
ようにして敷設すること。 

2. 光ビームが爆発性雰囲気にさらされないようにプロセスレベルを監視する必要がある場合、レベルを監視する機器は本安
機器であるか単純機器として扱われるものでなくてはならず、耐障害性 2（EPL Ga 機器の場合）または耐障害性 1（EPL Gb 
機器の場合）を提供するように機器を設置すること。この場合、機能安全は本認証の評価対象外となるため、適切な保護
機構の確保は、設置者/使用者の責任となります。 

3. ユーザーは、起動前および非加圧状態時には、Raman Rxn5 エンクロージャー上に示された方法に従ってエンクロージャー
をパージする必要があります。ユーザーは、適切な隔離手段を講じ、適切に使用場所を認定して、機器を正しく設置する必
要があります。 

4. 本認証の対象外の外部機器に本安信号を生成するために、本安ガルバニック絶縁をメインエンクロージャーに追加する場
合、本安ガルバニック絶縁の周囲動作温度の上限値は、60 °C（140 °F）以上であることが必要です。この絶縁体に関する
本安パラメータは、適切な方法でユーザーに伝えられる必要があります。このような回路の本質安全性は、本認証の評価
対象外であり、本証明書は、これらの本安回路が関連要件に適合していることを示すものではありません。 

 

注意 

プローブおよびケーブルの取扱いには十分注意してください。 

 ファイバーケーブルがねじれないように、そして最小曲げ半径 152.4 mm（6 in）に注意して敷設してください。 
 最小半径を超えて曲げると、ケーブルが恒久的に損傷する可能性があります。 

4.3.5 JPEx 適合証明書：Endress+Hauser ラマン分光計 

Raman Rxn5 アナライザは、危険場所での使用について第三者認証を取得しており、危険場所用設置図（4002396）に従って
設置した場合の適合性が確認されています。 

 

 
図 8. 危険場所で使用するための JPEx ラベル 

# 名称 

1 認証取得年および月 

2 合格証番号 

3 製造者名 
 

製品：  Raman Rxn5 アナライザ 

マーキング  Ex ec ic [ia Ga] [op sh Gb] pzc IIC T4 Gc 
 

周囲温度：  -20～+50 °C（-4～+122 °F） 

 
  

1 

A0054236 

2 

3 
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認証条件： 

1. レーザー出力をプローブに接続する光ファイバーケーブルは、ケーブルメーカーが規定する最小曲げ半径より大きくなる
ようにして敷設すること。 

2. 光ビームが爆発性雰囲気にさらされないようにプロセスレベルを監視する必要がある場合、レベルを監視する機器は本安
機器であるか単純機器として扱われるものでなくてはならず、耐障害性 2（EPL Ga 機器の場合）または耐障害性 1（EPL Gb 
機器の場合）を提供するように機器を設置すること。この場合、機能安全は本認証の評価対象外となるため、適切な保護
機構の確保は、設置者/使用者の責任となります。 

3. ユーザーは、起動前および非加圧状態時には、Raman Rxn5 エンクロージャー上に示された方法に従ってエンクロージャー
をパージする必要があります。ユーザーは、適切な隔離手段を講じ、適切に使用場所を認定して、機器を正しく設置する必
要があります。 

4. 本認証の対象外の外部機器に本安信号を生成するために、本安ガルバニック絶縁をメインエンクロージャーに追加する場
合、本安ガルバニック絶縁の周囲動作温度の上限値は、60 °C（140 °F）以上であることが必要です。この絶縁体に関する
本安パラメータは、適切な方法でユーザーに伝えられる必要があります。このような回路の本質安全性は、本認証の評価
対象外であり、本証明書は、これらの本安回路が関連要件に適合していることを示すものではありません。 

適用される要件/規格： 

以下の遵守により、必須健康安全要求事項（EHSR）の遵守が保証されます。 

• IEC 60079-0:2017 
• IEC 60079-11:2011 
• IEC 60079-2:2014-07 
• IEC 60079-28:2015 
• IEC 60079-7:2017 

 
注意 

プローブおよびケーブルの取扱いには十分注意してください。 

 ファイバーケーブルがねじれないように、そして最小曲げ半径 152.4 mm（6 in）に注意して敷設してください。 
 最小半径を超えて曲げると、ケーブルが恒久的に損傷する可能性があります。 

4.3.6 KTL 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ 

Raman Rxn5 アナライザは、韓国産業技術試験院が管轄する労働安全衛生法に準拠した危険場所用設置図（4002396）に従っ
て設置した場合、爆発性雰囲気に関する韓国産業技術試験院（KTL）の認証制度での認証マークを表示できます。 

製品：  Raman Rxn5 アナライザ 

マーキング  Ex ec ic [ia Ga] [op sh Gb] pzc IIC T4 Gc 

KTL 24-KA4BO-0284X 

周囲温度：  -20～+50 °C（-4～+122 °F） 
 

認証条件： 

5. レーザー出力をプローブに接続する光ファイバーケーブルは、ケーブルメーカーが規定する最小曲げ半径より大きくなる
ようにして敷設すること。 

6. 光ビームが爆発性雰囲気にさらされないようにプロセスレベルを監視する必要がある場合、レベルを監視する機器は本安
機器であるか単純機器として扱われるものでなくてはならず、耐障害性 2（EPL Ga 機器の場合）または耐障害性 1（EPL 
Gb 機器の場合）を提供するように機器を設置すること。この場合、機能安全は本認証の評価対象外となるため、適切な
保護機構の確保は、設置者/使用者の責任となります。 

7. ユーザーは、起動前および非加圧状態時には、Raman Rxn5 エンクロージャー上に示された方法に従ってエンクロージャー
をパージする必要があります。ユーザーは、適切な隔離手段を講じ、適切に使用場所を認定して、機器を正しく設置する必
要があります。 

8. 本認証の対象外の外部機器に本安信号を生成するために、本安ガルバニック絶縁をメインエンクロージャーに追加する場
合、本安ガルバニック絶縁の周囲動作温度の上限値は、60 °C（140 °F）以上であることが必要です。この絶縁体に関する
本安パラメータは、適切な方法でユーザーに伝えられる必要があります。このような回路の本質安全性は、本認証の評価
対象外であり、本証明書は、これらの本安回路が関連要件に適合していることを示すものではありません。 

https://customer.ktl.re.kr/en/contents/E201000000.do
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適用される要件/規格： 

本認証書および特定文書の一覧表において、本電気機器および電気機器バージョンは、以下の規格に準拠することが確認さ
れています。 

• IEC 60079-0:2017 
• IEC 60079-11:2011 
• IEC 60079-2:2014-07 
• IEC 60079-28:2015 
• IEC 60079-7:2017 

 

注意 

プローブおよびケーブルの取扱いには十分注意してください。 

 ファイバーケーブルがねじれないように、そして最小曲げ半径 152.4 mm（6 in）に注意して敷設してください。 
 最小半径を超えて曲げると、ケーブルが恒久的に損傷する可能性があります。 

 

  

https://webstore.iec.ch/publication/62232
https://webstore.iec.ch/publication/626
https://webstore.iec.ch/publication/22250
https://webstore.iec.ch/publication/22250
https://webstore.iec.ch/publication/22536
https://webstore.iec.ch/publication/22536
https://webstore.iec.ch/publication/61164
https://webstore.iec.ch/publication/61164
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5 危険場所への設置 
 

 
図 9. 温度/圧力本安回路の管理図（2012682X7）  

  

A0050082 
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図 10. プローブ本安回路の管理図（4002396X6） 

  

A0049010 
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6 安全関連仕様 
Raman Rxn5 アナライザの仕様を以下に示します。仕様は予告なく変更される場合があります。 

6.1 ベースユニット 
項目 説明 

動作温度（ベースユニット）  –20～+50 °C（–4～+122 °F） 

動作温度（ケーブルおよびコネクタ） –40～+80 °C（–40～+176 °F） 

動作湿度 0～90 % RH、結露無き事 

環境温度範囲 
–20～+50 °C（–4～+122 °F）ソリッドステート冷却 – ボルテックス冷却や 
外部冷却なし 

入力電圧 AC 100～240 V、50～60 Hz（標準） 

最大出力 < 300 W（最大）（起動時）、200 W（標準） 

騒音レベル（オペレータ側から） 最大 60.1 dB、A 重み付け 

保護等級 IP56 

6.2 パージエアー供給 
項目 説明 

パージエアー最高温度 40 °C（104 °F） 

パージエアー露点 –40 °C（–40 °F） 

パージエアー圧力範囲 1.38～8.27 bar（20～120 psi） 



 

 

 
 

 

 

www.addresses.endress.com 

 


	1
	1 警告ラベル
	以下の警告ラベルが Raman Rxn5 に貼付されています。

	2 安全上の基本注意事項
	2.1 作業員の要件
	2.2 指定用途
	2.3 電気的安全性
	2.4 使用上の安全性
	2.5 製品の安全性
	2.6 重要安全事項
	2.7 健康および安全への配慮
	2.8 安全および取扱いに関する注意
	2.9 レーザーの安全性
	2.9.1 光学的安全性
	2.9.2 電気的安全性
	2.9.3 CDRH 適合性
	2.9.3.1 保護ハウジング
	2.9.3.2 リモートインターロックコネクタ
	2.9.3.3 適合ラベル

	2.9.4 EMC 軽減対策
	2.9.5 WEEE 指令準拠
	2.9.6 特定の使用条件

	2.10 爆発の危険に対する安全性
	2.11 構成材

	3 Raman Rxn5 の安全情報
	3.1 構成材
	3.2 保護ガス
	3.3 加圧システム
	3.4 パージ注入口接続およびパージアラーム接続
	3.5 パージ注入口接続
	3.6 給気要件
	3.7 試運転
	3.8 操作
	3.9 メンテナンス

	4 証明書と認証
	4.1 証明書と認証 – プロダクトセンター
	4.2 適合宣言書 – アナライザ
	4.3 証明書と認証 - アナライザ
	4.3.1 CSA 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ
	4.3.2 ATEX 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ
	4.3.3 IECEx 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ
	4.3.4 UKCA 適合証明書：Endress+Hauser ラマン分光計
	4.3.5 JPEx 適合証明書：Endress+Hauser ラマン分光計
	4.3.6 KTL 適合証明書：Raman Rxn5 アナライザ


	5 危険場所への設置
	6 安全関連仕様
	6.1 ベースユニット
	6.2 パージエアー供給


